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化
が
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー
ド
と
ス
ケ
ー
ル
で
進
ん
で

い
る
な
か
で
、
そ
の
中
心
的
役
割
が
必
ず
し
も
建
設
企

業
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
言
い
換
え
る
と
、
こ
れ

か
ら
の
産
業
構
造
の
劇
的
転
換
は
、
他
産
業
か
ら
の
参

入
企
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
の
代
表
例
が
、
国
を
挙
げ
て
支
援
す
る
建
設
現
場

の
生
産
性
向
上
、
具
体
的
に
は
「
情
報
の
オ
ー
プ
ン

化
」、Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
駆
使
し
た
、
様
々
な
シ
ス
テ
ム
の

最
適
運
用
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト
化
」
だ
。
更
に
こ
れ
ら

を
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
た
の
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
・
Ｂ
Ｉ
Ｍ
で

あ
り
、
ｉ

－

Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
ｉ

－

Ｃ

ｏ
ｎ
）
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
と
い
う
構
図
に
な
る
。

　

こ
の
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化
の
か
ぎ
と
な
る
の
が
、
共

通
基
盤
そ
の
も
の
と
、
こ
の
基
盤
を
構
築
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
（
基
盤
構
築
者
）
だ
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
マ
ー
が
様
々
な
場
面
で
存
在
感
を
示
す
代
表
例
と
し

て
、
グ
ー
グ
ル
、
ア
ッ
プ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ア

マ
ゾ
ン
の
頭
文
字
を
と
っ
た
「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
」
が
あ
る
。

し
か
し
早
く
も
建
設
産
業
界
の
一
部
か
ら
は
異
業
種
が

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
な
る
こ
と
へ
の
警
戒
感
も
出

始
め
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
建
設
現
場
で
、
生
産
性

向
上
や
様
々
な
ス
マ
ー
ト
化
の
主
導
権
を
建
設
企
業
が

取
る
こ
と
が
出
来
な
け
れ
ば
、
平
成
時
代
に
経
験
し
た

ダ
ン
ピ
ン
グ
（
過
度
な
安
値
受
注
）
に
よ
る
辛
酸
を
再

び
な
め
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
策
・
制
度

力
や
技
術
力
を
評
価
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
公
共
発

注
機
関
は
、
回
復
し
な
い
景
気
低
迷
の
な
か
で
財
政
抑

制
の
一
つ
と
し
て
、
技
術
系
職
員
の
採
用
を
減
ら
し
て

い
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
そ
の
後
、
発
注
者
の
技
術
力
不

足
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
く
。

　

一
方
、
建
設
産
業
は
建
設
市
場
縮
小
に
対
し
、
供
給

量
が
多
い
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
、
更
に
革
新
的
な
技

術
を
開
発
し
て
も
技
術
・
工
法
が
独
占
さ
れ
て
い
れ
ば

公
共
事
業
で
は
採
用
さ
れ
に
く
い
と
い
う
壁
に
直
面
。

公
共
工
事
で
の
採
用
を
目
的
に
当
時
の
ゼ
ネ
コ
ン
は
護

送
船
団
方
式
で
工
法
を
開
発
す
る
こ
と
が
あ
る
意
味

「
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
（
一
般
化
）」
に
つ
な
が
っ
た
。
そ

し
て
こ
れ
が
民
間
発
注
者
の
「
ゼ
ネ
コ
ン
は
ど
こ
も
同

じ
。
評
価
は
価
格
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
」
と
の
考
え
に
つ

な
が
り
、
ゼ
ネ
コ
ン
に
値
下
げ
と
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
を

強
い
た
。
こ
の
要
求
に
対
し
施
工
余
力
が
あ
り
収
益
よ

り
稼
働
を
優
先
せ
ざ
る
を
え
な
い
当
時
の
ゼ
ネ
コ
ン
は

発
注
者
の
思
惑
に
乗
る
形
で
、
価
格
競
争
が
激
化
し
て

い
っ
た
。

改
革
と
技
術
革
新
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
、
新
時
代
の
も

の
づ
く
り
現
場
の
な
か
で
、
新
た
に
生
ま
れ
た
価
値
は

新
規
参
入
企
業
ら
に
奪
わ
れ
、
建
設
業
は
技
術
・
技
能

で
特
徴
の
な
い
、
新
た
な
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
陥
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
と
い
う
社
会
の
変
化
と
経
済
と

市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
政
策
・
制
度
改
革
と
技
術
革

新
を
両
輪
と
し
た
各
産
業
の
劇
的
変
化
最
大
の
特
徴
は
、

産
業
ご
と
に
変
化
が
進
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
直

接
的
・
間
接
的
に
各
産
業
の
市
場
環
境
に
影
響
し
合
い

な
が
ら
、
変
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
を

突
き
詰
め
れ
ば
、
産
業
分
野
ご
と
に
産
業
の
将
来
像
を

個
別
に
考
え
、
対
応
策
を
考
え
る
昭
和
・
平
成
時
代
の

産
業
政
策
論
は
通
用
せ
ず
、
各
産
業
共
通
の
潮
流
と
社

会
変
化
を
マ
ク
ロ
で
捉
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ

と
に
行
き
着
く
。
こ
れ
は
産
業
ご
と
の
「
縦
串
」
か
ら

産
業
横
断
で
変
化
を
捉
え
る
「
横
串
」
の
発
想
だ
。
こ

の
横
串
発
想
は
、
い
ま
政
策
の
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
日
本
経
済
を
け
ん
引
し
て
き
た

自
動
車
産
業
の
将
来
像
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
自
動

運
転
を
含
む
「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ズ
・
ア
・

サ
ー
ビ
ス
）」
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
の
は
、
自
動
車
産

業
や
公
共
交
通
事
業
者
だ
け
で
は
な
い
。

　

約
一
八
〇
〇
あ
る
自
治
体
の
大
半
を
占
め
る
市
町
に

と
っ
て
人
口
減
少
は
高
齢
化
が
進
む
社
会
イ
ン
フ
ラ
へ

「
縦
串
」か
ら「
横
串
」　

マ
ク
ロ
の
視
点
を

　

し
か
し
い
ま
、
建
設
産
業
だ
け
で
な
く
わ
が
国
の
各

産
業
を
取
り
巻
く
市
場
環
境
は
、
か
つ
て
な
い
ス
ピ
ー

ド
と
ス
ケ
ー
ル
で
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

バ
ブ
ル
か
ら
バ
ブ
ル
崩
壊
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
ま
で

の
大
き
な
山
と
谷
を
経
験
し
た
「
平
成
時
代
」
の
成
功

体
験
も
通
用
し
な
い
の
が
、
新
時
代
「
令
和
」
の
特
徴

だ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
問
題
が
、「
人
口

減
少
」
と
「
高
齢
化
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

し
て
こ
の
二
つ
の
問
題
の
解
決
策
が
、「
政
策
・
制
度
改

革
」
と
「
技
術
革
新
」
と
い
う
二
つ
の
切
り
口
と
し
て
、

問
題
解
決
へ
の
両
輪
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
安
倍

政
権
が
標
榜
す
る
、「
第
四
次
産
業
革
命
」
や
「
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」
と
い
っ
た
成
長
戦
略
で
も
色
濃
く

出
て
い
る
。

　

た
だ
そ
の
場
合
で
も
、
過
去
と
大
き
く
異
な
る
こ
と

が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
建
設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
変

警
戒
す
べ
き
は
新
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化

の
対
応
に
も
直
結
す
る
切
実
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

法
改
正
を
受
け
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
（
立
地

適
正
化
計
画
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
日
本
全

体
の
人
口
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
四
〇
年
の
三
〇
年

間
で
約
一
六
％
減
、
二
、〇
七
八
万
人
の
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
地
方
都
市
の
規
模
縮
小
は
も
っ

と
深
刻
だ
。
五
万
人
都
市
ク
ラ
ス
で
は
三
〇
年
間
の
減

少
幅
は
三
割
に
達
す
る
。

　

結
果
的
に
否
応
な
く
都
市
・
地
域
づ
く
り
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
自
治
体
と
、
実
際
の
ま
ち
づ
く

り
を
担
う
建
設
産
業
も
、「
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
か
ら
目
が
離
せ

な
い
。
実
際
、
土
木
学
会
が
四
月
に
最
終
審
査
を
し
た
、

イ
ン
フ
ラ
デ
ー
タ
や
情
報
を
参
加
者
に
提
供
し
参
加
者

は
ア
イ
デ
ア
提
示
や
ア
プ
リ
作
成
を
行
う
「
イ
ン
フ
ラ

デ
ー
タ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
で
も
、
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
意
識
し
た

新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
モ
デ
ル
都
市
・
地
域

づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
提
案
が
多

数
あ
っ
た
。

　

産
業
を
横
断
す
る
「
横
串
」
発
想
は
ま
だ
あ
る
。
社

員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
視
点
で
考
え
、
企
業
を
評
価

す
る
「
健
康
経
営
銘
柄
」
及
び
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」

認
定
制
度
だ
。
経
営
銘
柄
は
原
則
一
業
種
一
社
で
そ
の

ほ
か
、
大
企
業
と
中
小
企
業
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定

し
公
表
す
る
。
一
部
自
治
体
で
は
こ
の
健
康
経
営
企
業

を
公
共
調
達
の
優
遇
措
置
に
加
え
る
動
き
も
始
ま
っ
て

い
る
。
新
時
代
「
令
和
」
は
、
産
業
そ
の
も
の
を
深
く

考
え
る
「
虫
の
目
」
と
、
産
業
を
横
断
的
に
マ
ク
ロ
で

捉
え
る
「
鳥
の
目
」
の
二
つ
が
必
要
だ
。

「
虫
の
目
」と「
鳥
の
目
」

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

市
場
規
模
が
最
大
に
達
し
た
一
方
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

景
気
低
迷
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
形
で
、
市
場
規
模
の
最
小
も
経
験
し
た
。
平
成
時
代

に
経
験
し
た
の
は
、
市
場
規
模
の
山
（
ピ
ー
ク
）
と
谷

（
底
）
だ
け
で
は
な
い
。
バ
ブ
ル
崩
壊
で
護
送
船
団
方
式

の
金
融
シ
ス
テ
ム
も
、〝
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
〞
と
し
て
崩

壊
。
そ
の
余
波
は
、
破
た
ん
、
事
業
再
構
築
、
人
員
削

減
と
い
っ
た
様
々
な
形
で
建
設
産
業
界
の
各
企
業
に
及

ん
だ
。

　

政
治
で
も
小
選
挙
区
制
が
導
入
、
結
果
的
に
こ
れ
が

「
公
共
事
業
悪
玉
論
」
や
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」

と
い
っ
た
、
単
純
化
さ
れ
た
公
共
事
業
批
判
の
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
た
。
更
に
入
札
・
契
約
制
度
で
は
、
公
共

工
事
発
注
の
原
則
が
、
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争

入
札
へ
大
転
換
し
た
。
こ
の
大
転
換
は
、
公
共
発
注
者

と
施
工
者
で
あ
る
建
設
産
業
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
指
名
段
階
で
応
札
企
業
が
抱
え
る
技
術
者
の
能

設
産
業
に
と
っ
て
、
一
九
八
九
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
平
成
」
時
代
は
、
バ
ブ
ル
景
気
に
よ
っ
て

建
H
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